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M I N A M I S A N R I K U - M I Y A G Iー

仙台市
石巻

気仙沼

南三陸町
登米

松島

宮城県

宮 城 県 南 三 陸
町  

平成22歳入額 86億87百万円 
平成24歳入額 1,004億65百万円

宮城県の北東部に位置し東は太平洋、北は気仙沼市、
南は石巻市、西は登米市と隣接します。

面積 163.4㎢

人口

11,253人(R7.9)
17,666(H23.2)

世帯数

4,390世帯(R7.9)
5,362世(H23.2)

町内総生産

399億5百万円
(1次産業11.9%(水産業9.1%) 2次産業15.9% 3次産業74.5%)

町の財政 ※参考) 令和６年度一般会計決算     歳入 124億 5百万円     歳出 115億84百万円
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東 日 本 大 震 災 / 被 害 状 況  D i s a s t e r  s i t u a t i o n

震災前/志津川地区市街地

志津川市街地約1,800世帯
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東 日 本 大 震 災 / 被 害 状 況  D i s a s t e r  s i t u a t i o n

震災後/志津川地区市街地

旭ヶ丘団地

志津川高校

志津川中学校

志津川小学校

商工団地

南三陸町総合体育館
(災害対策本部)地盤沈下約70㎝

南三陸町役場
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仮設庁舎を設置
津波災害対策本部を移設
（行政組織の立て直し）
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東 日 本 大 震 災 / 被 害 状 況  

【発災直後の状況】

D i s a s t e r  s i t u a t i o n

午後2時46
分地震発生 気象庁

第1報マグニチュード7.9
(後に9.0に修正)

南三陸町「震度6弱」を記録
津波災害対策本部の設置

午後2時49
分 大津波警報 津波到達予測⇒

午後3時 津波の高さ⇒6ｍ(気象庁)

午後3時14分 

気象庁発表
津波の高さを 10ｍ以上に修正

午後3時25
分 大津波襲来

役場(防災対策庁舎)付近で
15.5ｍの津波の高さ

午後1時00
分 南三陸町総合体育館

[ベイサイドアリーナ]
（志津川地区）に
津波災害対策本部を設置

午前7時30
分 

大津波警報から
津波注意報に切り替え

午後5時58分 

津波注意報解除

３
月
１
２
日 

河
北
新
報
の
見
出
し
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防災対策庁舎屋上(12m)地点では
15.5mの津波の高さを観測

最大浸水深24ｍ
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D i s a s t e r  s i t u a t i o n

人

東日本大震災 /被害・復興状況

( )

r e c o n s t r u c t i o n
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① 震 災 復 興 計 画 （ ３ つ の 目 標 ）  

暮らし続けられる
まちづくり

安心 して

01

まちづくり

なりわい
と

賑わい

03

のするまちづくり

自然と共生

02
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創 造 的 復 興 の 一 丁 目 一 番 地
 

なりわいの場所は様々であっても、住まいは高台に

基本原則

当町の歴史は、津波災害との闘いと言っても過言ではありません。
１８９６年の明治三陸津波、１９３３年の昭和三陸津波、１９６０年のチリ地震津波、
そして２０１１年の東日本大震災。
１９６０年のチリ地震津波では、４１名の方が犠牲となり、町ではこの災害を教訓に防潮堤の整備や
避難訓練など、防災のまちづくりを実施してきました。
しかし、想定外の被害を及ぼした東日本大震災を経験して、「もう二度と津波で命や財産を失わない」
まちづくりに取り組みました。

高台移転の実施！！
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１

志津川中央地区：平成28年度完成 志津川東地区：平成28年度完成

災害公営住宅265戸
防災集団移転団地140区画
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志津川西地区：平成28年度完成

災害公営住宅82戸
防災集団移転団地70区画

して暮らし続けられるまちづくり

①住まいの再建

目標 安心

災害公営住宅147戸
防災集団移転団地135区画

中央地区

東地区西地区



②公共施設の再建
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役場・病院が再建された東地区 高台に再建された戸倉小学校
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して暮らし続けられるまちづくり１目標 安心

■役場庁舎   仮設庁舎(H24 .4）→ 本設庁舎(H29 .9）

■医療施設   公立志津川病院仮設診療所(H23 .4～24 .3 )  

   公立南三陸診療所(H24 .4～・病床無し)

                   公立志津川病院(登米市米山町・H24 .6～・病床38床)

                   南三陸病院・総合ケアセンター(H27.12～・病床90床) 

                   ※中華民国紅十字会(台湾)から約22億2千万円のご支援

■その他      戸倉小学校・生涯学習センター・給食センター

南三陸病院・総合ケアセンター(H27.12)
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2 するまちづくり目標 自然と共生

【持続可能な循環型社会への挑戦】

■町内全域で生ごみ分別収集開始（H27）
 生ごみを微生物（メタン菌）の力で 

 液肥やエネルギーに変換！

■バイオマス産業都市構想(H26.3認定)

⇒環境大臣賞受賞(R3,12)

農家等の有志で『めぐりん』ブランド立上げ

バイオガス事業で
街と里の循環モデルの

確立を目指す



宮城県初のFSC森林認証の取得(H27.10)
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2 するまちづくり目標 自然と共生

豊かな森を守りながら次世代に繋ぐ林業-山守たちが見せた復興の力

ＦＳＣ(Forest Stewardship Council)は森林管理協

議会の略で、国際認証を取得するためには、適

切な管理のもとで持続可能な森林経営が実現さ

れているか、森林が生物多様性を保全している

か、地域社会や文化との共生画を実現している

かなど、多岐にわたる厳しい基準をクリアしな

ければならない。
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⇒ＦＳＣ認証林2,471haが認定され、

令和6年11月25日 自然共生サイトに認定!

東北では最大面積となる。

以下6項目の自然共生サイトの
生物多様性の価値を認められた。

〇 生 物 多 様 性 保 全 上 の 重 要 性

〇 原 生 的 な 自 然 生 態 系 が 存 す る 場

〇 里 地 里 山 と い う 特 徴 的 な 生 態 系

〇 多 様 な 動 植 物 種 か ら な る 生 態 系

〇 地 域 の 伝 統 文 化 の た め に 活 用

〇 希 少 な 動 植 物 種 の 生 息 生 育



日本初のASC国際認証の取得(H28,3)
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2

1経営体当たりの生産量・生産金額

〇令和元年度農林水産祭 水産部門「天皇杯」受賞（R1.11）

するまちづくり目標 自然と共生

豊かな海を守りながら次世代に繋ぐ養殖

1,790

4,309

3,380

7,604

2.4倍↑

2.2倍↑

経費(千円) 労働時間(時間/日)

4割↓

2,300
1,360 4割↓

10
6

この取り組みにより、以前は出荷まで３年を
要したが、今では１年ものでも十分に育つ

戸倉カキ生産部会代表の後藤さん。
部会メンバーは20代を含め37人で組織される

戸倉カキ生産部会の37人が見せた３分の1の奇跡

ＡＳＣ(Aqua c u l t u r e  S t ewa r d s h i p  C o u n c i l ) は、
水産養殖管理協議会の略で、この協議会において、

自然環境、法令、人権、労働の側面から、
責任ある経営と管理のもとで養殖された水産物であることを
厳しい基準で審査し、合格した水産物を示す認証表示です。

14

＼３分の1の奇跡／1経営体当たりの
生産量(㎏)

1経営体当たりの
生産金額(千円)
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2

志津川湾で越冬するコクガン
(天然記念物/絶滅危惧種)

南三陸の海では約220種類の海藻・
海草が確認されています。

この生物多様性は、日本中の藻類学者たちを
南三陸町に惹きつけています。

するまちづくり目標 自然と共生

日本初“海藻藻場”でラムサール条約登録(H30,10)

南三陸町から世界認証の志津川湾へ-漁業者と研究者の連携が見せた復興の力

ラムサール条約に登録されるためには、世界的に重
要な湿地として認められることが必要です。
9つの国際的な選定基準の内、志津川湾では
「マコンブ(南限)とアラメ(北限)が一緒に見られる」
ことや「多くのコクガン(国の天然記念物/絶滅危惧
Ⅱ類)が飛来する」など、5つの基準をクリアし、
平成30年10月に登録されました。

15
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サンオーレそではま海水浴場

2 するまちづくり目標 自然と共生

東北初のブルーフラッグ環境認証の取得(R5,6)

世界が認める安全で美しい海を、未来を担う子どもたちへ

ブ ル ー フ ラ ッ グ は 、 国 際 N G O  F E E が 運 営 す る 、 世 界 で 最 も 歴 史 あ る ビ ー チ な ど の
国 際 環 境 認 証 制 度 で す 。 ビ ー チ で 認 証 を 得 る に は 、 水 質 や 安 全 性 な ど 4 分 野 3 3 項 目 の
厳 し い 基 準 を 満 た す 必 要 が あ り ま す が 、 当 地 域 は 令 和 5 年 6 月 に 取 得 し ま し た 。
こ れ に よ り 、 経 済 面 と 環 境 面 を 両 立 し た 持 続 可 能 な 地 域 づ く り が 進 み ま す 。

16

環境教育を兼ねたビーチクリーン活動



2 するまちづくり目標 自然と共生

ネイチャーポジティブ宣言

南 三 陸 町 は 、 自 然 と 共 生 し 、 豊 か な 環 境 を 次 世 代 に 引 き 継 い
で い く こ と を 目 指 し て 、 令 和 ７ 年 １ ０ 月 ４ 日 に ネ イ チ ャ ー ポ
ジ テ ィ ブ 宣 言 を 行 い ま し た 。

こ の 宣 言 は 、 自 然 の 損 失 を 止 め 、 回 復 へ と 転 じ る ネ イ チ ャ ー
ポ ジ テ ィ ブ の 理 念 に 基 づ い て 、 地 域 全 体 で 生 物 多 様 性 の 保 全
と 再 生 に 取 り 組 む 決 意 を 表 し た も の で す 。

今 後 は 、 「 ネ イ チ ャ ー ポ ジ テ ィ ブ 自 治 体 認 証 」 の 取 得 を
目 指 し 、 行 政 だ け で な く 、 町 民 、 企 業 、 教 育 機 関 、
団 体 な ど 、 あ ら ゆ る 主 体 と 連 携 し な が ら 、 自 然 と 人 が 共 に
豊 か に 暮 ら す ま ち づ く り を 進 め て い き ま す 。
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3 のまちづくり目標 なりわい と 賑わい
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■仮設魚市場完成(H23 ,10）民間財団のご支援

■南三陸町地方卸売市場完成(H28 ,6）※優良衛生品質管理市場・漁港に認定(県内初)

■漁業経営戸数     H20 :628件、H30 :505件 

■R5市場実績   水揚数量5,770t (H26 :8 ,484t ) (H20 :9 ,421t )

水揚金額33.8億円(H26 :20億円)(H20 :19億円）

【持続可能な水産業への転換】

取扱量取扱量(t) 取扱金額 税抜き金額(千円)

4,000,000

3,500,000

3,000,000

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

南三陸町地方卸売市場 取扱量・取扱量金額(H21～R6)

1,637,395

19

1,426,678

967,183

1,650,602

1,802,649

1,802,649

1,525,342
1,710,305

2,033,855

1,944,821

1,302,029 1,371,851
1,457,382

1,590,225

3,381,472

2,613,815

5550
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南 三 陸 の 復 興 は 福 興 市 か ら ！

〇平成23年度 地域づくり総務大臣表彰 大賞受賞（H24.2）

【官民が一体となった商工観光の再生】

■第1回南三陸福興市開催(H23 .4）    ※第100回まで継続

■震災教育プログラム受入れ開始(H23 .6）     ※全国販売同時開始

■三陸沿岸道路 町内4カ所(志津川IC・南三陸海岸IC・歌津IC・歌津北IC)全線開通(R1 .2）

■うみべの広場オープン（R5 .7）

3 のまちづくり目標 なりわい と 賑わい

三陸沿岸道路町内開通

うみべの広場オープン
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千人

21

コロナ

観光客入込数推移

〇さんさん商店街本設オープン（H29.3）

東日本大震災

観光客数

3 のまちづくり目標 なりわい と 賑わい

〇さんさん商店街仮設オープン（H24.2)
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南三陸さんさん商店街

南三陸ポータルセンター

南三陸311メモリアル

交通ターミナル
(JR志津川駅)

中橋

震災復興祈念公園

「感謝と希望」～南三陸の新たなステージへ～ 

令和5年夏「うみべの広場」の完成で復興事業を完遂

うみべの広場

22

R4,10,1 道の駅「さんさん南三陸」オープン！
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ラーニングシアター 展示ギャラリー

クリスチャン・ボルタンスキー
「MEMORIAL]館内

「いのちを想う いのちをめぐる 南三陸」
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南三陸町からのメッセージ

事前復興・事前防災の重要性
-復興のスピードと財源-

受援計画を策定しておく

公正にはやるが
公平には出来ない

行政には限界がある
(自助・近助・共助・公助)

自分の命が助かってこそ
他人の命を救える

避難訓練と防災教育の重要性

◆被害想定→復興プランを平時に策定

◆仮設住宅・高台移転の団地選定

◆公共施設の集約・縮小・廃止

◆地域医療の確保

◆災害対策本部の機能確保

◆広域避難への備え

◆逃げたくても逃げれない人がいる

◆プッシュ型支援(応援職員の役割と物資の整理)

◆必要なものが必要なだけ来ることはない

◆日頃から率直に住民に伝える

◆訓練に勝る防災なし

◆人を助ける職務に携わる使命感
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南三陸町からのメッセージ

遠隔地との災害応援協定を締結

情報を発信し続け、記録を残す

災害ボランティアセンターを
すぐ立ち上げる

女性目線を大切にする

人づくりの大切さ

職員はスーパーヒーロー
職員にしかできない仕事を優先

◆災害対策本部の苦い経験

◆ボランティアは将来の応援団

◆行政の仕事の一部をカバーしてくれる

◆持続可能な地域づくりへの原動力

今やるべき優先順位を考える

◆トップが記者会見を。記録は次の災害への備え
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東日本大震災からの創造的復興

避難所生活は100年前から変わらない

25
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防災対策庁舎(震災遺構) e a r t h q u a k e  d i s a s t e r  r e m a i n s

「いのちをめぐる、いのちを想うまち」として後世へ伝承

26
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東日本大震災からの創造的復興(映像)
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ご清聴ありがとうございました
ぜひ次は皆様の目で南三陸を感じてください
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